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「仏教経済学」のすすめ 
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最近、宮沢賢治に関するある文章が目に留まった。「国家の最大の目標が、経済成長

と国力の増強にあった時代に、賢治は 21 世紀のぼくらに向けてメッセージを送ってい

るのです・・・経済的に繁栄するのはもちろん良いことだが、それを、すべての人の幸

福を守るような形でするように。進歩といっても、すべての人間に対する思いやり、自

然環境への愛情を忘れないように、と。＊」 

本年 2 月、私は「仏教経済学」（原題：Buddhist Economics）を翻訳し、勁草書房を通

じて世に送り出した。著者は、カルフォルニア大学バークレー校のクレア・ブラウン教

授である。労働経済学が専門で、日本の電機、自動車などの産業界にも明るく、同志社

大学で教鞭をとったことがある。ブラウン教授（彼女は仏教徒）が「仏教経済学」で実

現を目指す世界像が、賢治のメッセージに重なることに驚く。 

シカゴ学派に代表される自由市場経済学は、自由競争を前提とする市場は最適な結果

をもたらすという前提に立ち、所得と消費を基準に国民の厚生を測る。ブラウン教授は、

自分の大学で教える経済学と現実世界との断絶に、大きな疑問を抱き、「仏陀なら経済

学入門をどう教えるだろうか」と思案する。バークレー校のゼミで仏教経済学を教え始

め、2017 年 Buddhist Economics が出版されると、ノーベル賞を受賞したジョージ・アカ

ロフやアマルティア・センなどから高い評価をうけた。 

「仏教経済学」が錚々たる学者の最大級の賛辞を得、類書と大きく異なる点は、経済

学としての理念のみならず、実現への具体策を政府、企業および個人に具体的に提言し

ていることである。彼女と家族の行動も記述されており、まさに知行一致である。 

仏教は精神的・倫理的領域の思想である一方、経済学は知的・論理的な概念の体系で

ある。この精神的アプローチと知的アプローチをどのように取り組むかの難題を、著者

は、仏教の相対的真理（日常の実践）と究極の真理（概念化の領域を超える）を区分し、

相対的真理としての仏教の教えを「仏教経済学」に使用することで解決する。 

経済体系を組み立てる上で中核となる仏教概念は、相互依存（縁起の教え）である。
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賢治も童話化しているインドラの宝網――完璧な宝玉でできた全方位無限に拡がる網

――を想像すると分かり易い。一つの玉が他のすべての玉を反映する――人と人、人と

自然、森羅万象は結び付き、相互に依存するという教えである。またすべての人は、幸

せでありたいという基本的動機を共有する。 

仏教経済学において相互依存は、①あらゆる人の幸せ（生活の質、生き甲斐）を願い、

②自然と環境への配慮、③分かち合い（分配）の実践という形で表現される。自由市場

経済学が、①幸福（厚生）は物質的満足感にあるとして GDP の増大に焦点をあて、②

自然と環境は対価を要しない自由財、③貧困は基本的に個人の責任とする考え方と対照

的である。 

国連機関の「世界幸福度ランキング」（2020 年日本 62 位）を見るまでもなく、世の中

を見渡しても、幸せと物質的な富（所得水準）は必ずしも比例しない。自然破壊は人類

の将来を脅かす段階にまで進み、極端な経済格差は社会の分断とそれに伴う問題を生み

だすなど、いまや自由市場経済学の基本思想そのものが見直しを迫られている。 

著者は、「経済実績の測り方は、私たちの価値観を反映しており、私たちがどのよう

に生きるかを決定付ける」と看破する＊＊。従って、目指すべき仏教経済システムは、

経済がどの程度生活の質（幸せ）、持続可能性（健全な生態系）と繁栄の分かち合いを

提供しているか、それらを評価する尺度を必要とする。 

ブラウン教授は、周到な検討を経て、GDP に代わるべき経済実績の測定手法を具体

的に提案する（UN-GPI：国連版真の進歩指標）。その詳細は、紙面の都合で省略するが、

ジョージ・アカロフが「その昔アダムスミスは、皆が利己的であれば経済はうまくいく

ことを示した。しかしクレア・ブラウンの業績は、遥かに素晴らしい」と絶賛する理由

は、倫理性に加え、実績の物指しこそが決め手という慧眼にもあるのだろう。 

第一次石油危機が生じた 1973 年、E.F.シューマッハー（彼はカトリック教徒）は、「ス

モール イズ ビューティフル：人間中心の経済学」を刊行して世界的ベストセラーと

なった。エッセイ「仏教経済学」も収録されている。ブラウン教授の著書は、その流れ

の延長線上にある。当時は想像できなかった 21 世紀世界の現状に向き合い、基本的な

課題と解決策を、専門家や仏教徒のためにではなく、万人に分かり易く説く。 

本書は、「自分たちを、意のままに略奪する権利を持つ、大自然の主であり支配者で

あると考えてきた」（教皇フランシスコ）欧米人には、理解するまで抵抗感があるかも

しれない。しかし、神道と仏教の文化、伝統、風土に育ってきた私たちにとって、違和

感はあまりないと思う。「文化的伝統を背景に、もし日本が、所得だけでなく国民生活

の質で経済実績を測るようになれば、どのように一国の価値観を反映する指標が、政府

とビジネス慣行を導くかについて、一つの代表事例を示すに違いない」（日本語版によ

せて） 

ブラウン教授の願いが、日本の多くの読者に届くことを祈る。 
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（＊「もし、日本という国がなかったら」 ロジャー・パルバース著、坂野由紀子訳、

角川ソフィア文庫、246 ページ） 

（＊＊「仏教経済学」105 ページ） 

（IIMA メールマガジンへの寄稿） 
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